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サイエンス・インタビュー　科学のいま、そして未来
化学工業を大きく変える画期的な金ナノ粒子触媒を発見

春田 正毅（首都大学東京大学院都市環境科学研究科分子応用化学域教授）
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別所 学（名古屋大学大学院生命農学研究科博士前期課程）／大場 裕一

ヤコウタケ（夜光茸）の学名はMycena 
chlorophos（ミケナ・クロロフォス）。
ギリシャ語で「緑色の光」という意味に
なるそうです。ヤコウタケはわずか数セ
ンチメートルの大きさですが、きのこの
なかでは非常に明るく光ることで有名で
す。しかし、どのようなしくみで光って
いるのかはよくわかっていません。まさ
に「神秘の光」といえるでしょう。
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ホタル（ゲンジボタル）とホタルルシ
フェリンの構造 写真：大場裕一

写真：保坂健太郎

化学反応を効率的に進める際には、触媒が使われます。触媒とは、それ自
身は化学変化を起こさず、特定の反応を促進・抑制する働きをもつものの
ことです。プラスチック製品や化粧品など、私たちが日ごろ手にする多く
の製品の生産過程で使用されているほか、空気清浄器や洗浄式トイレなど
の家電製品の中にも触媒が入っていて、においを取ったり、有害物質を除
去したりする手助けをしています。触媒には多くの種類がありますが、長
い間、金は触媒には不向きと考えられていました。この金が有用な触媒と
して働くことを明らかにした首都大学東京の春田正毅先生に、発見までの
経緯と、今後の展望を伺いました。

た。私の最初の仕事は水素を燃料と
した調理器具や暖房機器を開発する
ことでした。水素は酸素があるとわ
ずかなエネルギーで点火しますが、
その燃え方を穏やかにして安全に利
用できるように、低い温度で水素を
燃やす触媒を研究していたのです。
　しかし、家電などに利用する触媒
の開発は、科学的にはあまり革新性
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■  業務を越えて進めた
   新触媒の開発
触媒研究を始められたいきさつを
教えてください。
　私は電気化学を学んでいたのですが、
大学院を修了したころは、あいにく1973
年に始まったオイルショック直後で、大
手企業の雇用が減っていた時代でした。
そこで、テーマは何であれ研究ができる
ところをと望み、幸運にも大阪工業技
術試験所に採用されたのです。私が触
媒を研究することになったのは、ここか
らでした。
　当時はオイルショックの影響を受け、
国を挙げて省エネルギーに取り組むと
ともに、新しいエネルギー媒体として水
素を活用する方法が模索されていまし

のない仕事です。すでに水素を燃やす触
媒として、白金（Pt）やパラジウム（Pd）
が優れた性能をもつことが知られてお
り、このどちらかを使えば、十分良い製
品ができることはわかっていましたし、実
際に開発は順調に進みました。
　これだけで終わってしまうのは、研
究者としては物足りません。何か新しい

ことにもチャレンジしたいという思いから、
業務にプラスして、高価な白金やパラジウ
ムを使わず、ほかの金属で水素や一酸化
炭素を燃焼（酸化）させる触媒ができな
いかと、自主的に研究を始めました。

■  実験を後押しした、
　一つの質問
触媒開発は具体的にどのように
進んだのですか。
　私は、それまで畑違いの分野にいまし
たから、まったく独学で研究を進めてい
ました。最初に試したのはマンガン（Mn）
や鉄（Fe）などの酸化物です。これらは
採掘量が多く、安価で入手できるので、
汎
はん

用
よう

性が高いのではないかと考えたので
す。文献などを読みながら、さまざまな
製法で触媒をつくってみましたが、望む
ような結果にはなりませんでした。2〜

図1　水素酸化触媒の性能
横軸に触媒金属と酸素との結合の強さ、縦
軸に触媒が水素の酸化反応（燃焼）を進め
る温度をとると、パラジウムを頂点にした
山形になる。グラフ上部のものほど、低い
温度で水素の酸化反応を進める、活性の高
い触媒となる。春田先生は、山の左側に位
置する酸素と結合しにくい金属と、右側の
結合しやすい金属を組み合わせれば、パラ
ジウムなどと同様の結合エネルギーをもっ
た、水素を酸化しやすい触媒ができるので
はないかと考えた。

温度の単位は絶対温度（K：273K ＝ 0℃）
結合エネルギーは、金属酸化物の生成熱（モル単位）を酸素原子数で割ったもの。

触媒金属と酸素との結合エネルギー（kcal/g・atom O）
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